
11.29 #DIV/0!

エコアクション21

対象期間：2021年 8月 1日 ～ 2022年 7月 31日

発行日：2022年10月15日

環境経営レポート

1



1. 組織の概要 3P

2. 対象範囲 3P

3. 実施体制 4P

4. 許可取得一覧 5P

5. 環境経営方針 6P

6. 環境経営目標 7P

7. 環境経営計画 8P

8. 環境経営計画の実施と評価及び次年度の計画 9P

9. 環境経営計画に基づき実施した取組内容 10P

10. 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 11P

11. 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無12P

12. 代表者による全体評価と見直し・指示 13P

13. 地域貢献活動 14P

目次

2



1. 組織の概要

(1) 名称及び代表者名

事業所名 株式会社 こうりょう

代表取締役 小林  秀気

(2) 所在地

本社・事務所 384-0084

長野県小諸市大字耳取 323番地1

資材置場 384-0084

長野県小諸市大字耳取 303番地1

(3) 環境管理責任者・連絡先

責任者 常務取締役　武井  翔一

連絡先 TEL：0267-26-1230

FAX：0267-26-1231

E-mail：info@kouryo-net.jp

HP：http://www.kouryo-net.Jp

(4) 事業内容

建設業（ 土木工事業、解体工事業、とび・土工工事業 ）、産業廃棄物収集運搬業

(5) 事業の規模

創業 2014年 8月

資本金 500 万円

売上高 40,428 万円

敷地面積

　本社・事務所

　資材置場

924.9 ㎡

1,495 ㎡

従業員 21名

2. 対象範囲
全組織・全活動・全従業員が対象である

事業年度：  8月 ～ 7月

レポート対象期間　2021年8月1日 ～ 2022年7月31日
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3. 実施体制

(1) 組織図

(2) 責任及び権限

・

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する

・ 環境経営方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する

・ 環境経営レポートの承認

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する

・ 推進委員会を定期的に開催し、活動内容と問題点の確認と改善を指示する

・ 法規制等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う

・ 環境経営レポートの確認

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成

・ 環境経営目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営活動レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・ 環境管理責任者の指示のもと、環境経営システムの運用を行う

・ 方針に基づき、目標及び活動計画の策定を行い、承認を得る

・ 是正処置又は予防処置を実施、結果を環境管理責任者に報告する

・ 関連法規等及び最新情報の収集と実行、遵守確認のまとめ及び管理

・ 活動の実績結果を収集、環境管理責任者に報告する

・ 自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理

・ 緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練の実施と記録

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・ 環境方針、環境経営目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告

部

門

責

任

者

全

従

業

員

代

表

者

管

理

責

任

者

事

務

局

推

進

委

員

会

営業本部 総務部事業本部

環境管理責任者

常務取締役 武井 翔一

代表取締役

小林 秀気

管理本部

環境事務局

角田 誠

経理部
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(1) 建設業に関する許可

(2) 廃棄物の運搬処理に関する許可

行政 種類 番号 年月日 種類 台数 石綿 水銀

産廃・収運 2000181486 R2.1.5 R2.1.5 R7.1.4 収運 18台 有 有

特管産廃・収運 2050181486 R2.10.28 R2.10.28 R7.10.27 収運 17台 有 有

産廃・収運 01000181486 R4.8.8 R4.8.8 R9.8.7 収運 18台 有 有

特管産廃・収運 01509181486 R2.11.16 R2.11.16 R7.11.15 収運 18台 有 有

廃棄物内容
長野県

　産廃・収運　

　特管産廃・収運 ：廃油、鉱さい、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥　(※それぞれ有害なものに限る。)

群馬県

　産廃・収運　

　特管産廃・収運 ：廃油、鉱さい、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥　(※それぞれ有害なものに限る。)

小諸市

　一般廃棄物・収運 ：家庭系一般廃棄物(一時期に大量に排出する場合に限る)

(3) ＜収集運搬許可車両＞ ＜ 建設機械 ＞

車種 台数 台数

軽トラ 1台   HITACHI　ZX35u-5A 1 台

軽トラ 2台   HITACHI   ZX75 USK-3 1 台

2 t 1台   HITACHI　ZX135 US-5B 1 台

2 t 1台   KOBELCO　SK30UR-6 1 台

3 t 2台   KOBELCO　SK75SRD-3E 1 台

4 t 6台   KOBELCO　SK135SRDLC-5 2 台

8 t 1台   KOBELCO　SK210D-10 2 台

10 t 1台   KOBELCO　SK400DLC-10 1 台

10 t 2台 1 台

セルフ 1台 1 台

1 台

18 台 13 台

車両形状

ダンプ

平ボディ

ユニック

ダンプ

脱着式コンテナ

脱着式コンテナ

脱着式コンテナ

脱着式コンテナ

ダンプ

平ボディ

合計台数

長野県知事許可（ 般-2 ）24920 号

許可年月日 令和 2 年 4 月 1 日　有効期限年月日  令和 7 年 4 月 1 日

土木工事業、建設工事業、とび・土工工事業、石工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、

水道施設工事業、解体工事業

：燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、

　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん

：燃え殻、汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、

　ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじん

R2.10.16 R6.11.18 収運 15台

4. 許可取得一覧

小諸市 一般廃棄物・収運
小諸市指令

第399号

許可

長野県

群馬県

R2.11.19

合計台数

認可日 有効期限

車種

含有物有無許可

  KOMATSU  WA100-8

  KOMATSU   PC30uu-6

  KOMATSU   WA50-8
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1.  事業活動において関係する法規制を遵守します。

2.  廃棄物の分別・リサイクルを推進し、排出量を抑えます。

3.  電気・燃料・水の使用量の抑制に取り組みます。

4.  環境活動を公表することにより、社員の意識向上に努めます。

5.  地域貢献活動に積極的に参加し、環境意識の向上に努めます。

6.  当社の環境経営方針は全社員に周知徹底し社外へ公表します。

7. 全ての項目に対し持続的改善を行います。

  制定日 2019年 11月 15日

環境経営方針

＜ 企業理念 ＞

＜ 環境方針 ＞

株式会社こうりょうは 「 一人ひとりが取り組む組織 」として 下記方針 を遂行します。

代表取締役　小林 秀気

限りある資源をより多く残し、安心安全な環境を次世代に繋げ、持続可能な社

会の為に社員全員が真摯に取り組みます。

地域社会への奉仕、貢献活動に努め、「より良い会社づくりからはじめ、より

良い社会の実現」を目指します。

土木工事・解体工事・産業廃棄物収集運搬業のサービスを通じて地球環境保全

と事業活動の両立を基本理念とします。
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6. 環境経営目標（中長期）

81 月 ～ 7 月 を 合算したデータ

単位
2019年度

基準値

2020年度

目標

2021年度

目標

2022年度

目標

kg -CO2 178,982 177,192 175,402 173,613

( % ) 100 99 98 97

   電力*1 kＷh 10,407 10,303 10,199 10,095

   軽油 57,534 56,959 56,383 55,808

   ガソリン 6,988 6,918 6,848 6,778

   灯油 2,942 2,913 2,883 2,854

1,318 1,384 1,463 1,542

5,965 6,263 6,621 6,979

一

般
t 34 36 38 40

㎥ 230 228 225 223

( % ) 100 99 98 97

　現在使用していない

 環境に配慮した工事

工事毎に、

環境に配慮した

施工を行う

※*1：中部電力㈱　2018度二酸化炭素調整後排出係数　0.452kg-CO2/kＷhを使用

当社の環境経営目標の設定は、2019年度のデータを基準として 2020年～2022年度 の

目標といたしました。

項目

 水使用量

近隣への騒音・粉じん飛散防止に努める

排出ガスの抑制に努める

環

境

配

慮

水

削

減

ＣＯ２排出量

Ｌ

 化学物質

t

産

業

廃

棄

物

自社排出量

二

酸

化

炭

素

削

減

収集運搬受託量

排出量
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7. 環境経営計画

二酸化炭素削減について

節電の徹底 →  事務所、倉庫の不要照明・不要換気扇オフ

OA機器適正管理 →  未使用時電源オフ・節電モードの徹底

エアコン温度管理の徹底 →  夏季　26 ℃ ～ 28 ℃

退社時電源チェック →  目視確認

エコドライブの実施 →  急発進・急停止排除、経済速度の励行

アイドリングストップの実施 →  エンジン停止、空ふかし排除

車両管理の徹底  →  車両点検、適正空気圧、エンジンオイル等の管理

運行管理の徹底 →  最適運行最短距離の選択

灯油ストーブ温度管理の徹底 →  冬季　20℃ ～ 22℃

退社時電源チェック 11  目視確認

事務所でのごみ削減 →  紙類の資源化を行う

混合廃棄物の分別 →  産業廃棄物と有価物の分別を確実に行う

水使用量の削減

節水の徹底 →  清掃時、手洗い時節水を各自に行う

(1)

ガソリン、軽油使用量

の削減

(2)

電気使用量の削減

灯油使用量の削減

廃棄物排出量の削減
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8. 環境経営計画の実地と評価及び次年度の計画

○：できた　△：どちらともいえない　×：できなかった

達成

状況
評価内容

事務所照明の部分点灯化（必要か所に応じて） ○

倉庫及びトイレ等不在部屋の消し忘れをなくす ○

OA機器の省電力設定 ○

エアコンの温度管理（夏季27℃±１℃） ○

定時での冷房停止 ○

冷房フィルターの定期清掃 ○

積載重量削減 ○

タイヤ空気圧の確認 ○

暖機運転・アイドリングストップ ○

「エコドライブのすすめ」の実施 ○

帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いを励行 ○

冬季事務所室内温度管理（21℃±1℃） ○

ウォームビズ（厚着） ○

定時での暖房停止 ○

使用済み用紙・封筒を再利用する ○

コピー・印刷設定の確認実行（ミスプリの削減） ○

両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底 ○

FAXより極力メールへ移行 ○

社内LANによる電子化 ○

印刷部数設定確認 ○

産業廃棄物と有価物の分別を確実に行い経費削減に努める ○

倉庫の管理、倉庫整理整頓の改善策を提案し指示する ○

所定の置き場所を決める ○

資材の重複発注など無駄を減らせるよう在庫管理を行う ○

無駄な資機材を購入しない ○

養生マット、養生紙の再利用ができるよう、置場所の確保と清掃

を行い、劣化状態の分別を行う
○

建設廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する。 ○

置場有効利用の改善提案 ○

コピー用紙、事務用箋、再生紙または未利用繊維を使用（再

生紙マーク記載に順次転換）
○

会社周辺の清掃活動 ○

冬の除雪作業 ○

2021年度取組事項 次年度の取組内容

二

酸

化

炭

素

削

減

電力（kWh）使用量の削減

ガソリン、軽油（L）使用量の削減

グ

リ

ー

ン

購

入

グリーン商品の積極的購入

社内で事務連絡する場

合は再生紙を使用した。

コピー用紙の導入のみのため、順次

グリーン商品に

転換をしていく。

地

域

貢

献

地域環境活動への積極的な参加 側溝の清掃や千曲ビュー

ラインの歩道の清掃を

行った。

来年度は計画書を作成し

さらなる活動を積極的に

行っていきたい。

部屋が温まったらスイッチ

を切る。各人ブランケット

などを用いて寒さ対策を

行った。

ブラインドを開け日光を入れ込み、

日中の灯油消費を抑える。暖房器

具のエコモードも

活用していく。

使

用

資

材

の

省

資

源

化

、

廃

棄

物

の

3

Ｒ

の

推

進

分別及びリサイクルの推進（t）使用量の削減

印刷用紙の裏表を利用

した。印刷をする前に設

定を入念に確認をし紙の

消費削減に努めた。

印刷物の再利用は引き続き

行い、紙は資源化してリサイクルに努

める。印刷前に不備が

ないか入念に確認をする。

倉庫責任者の指示で倉

庫の整理整頓がよくで

き、不要な資材の購入も

抑えられ、資材の無駄な

い活用が行えた。

在庫の状況にあわせて発注を

かけ、資材に無駄がでないよう

心がける。次年度も左記の

取組内容に引き続き

取り組んでいく。

日中はブラインドを開けて

日光を室内に入れ、室

内照明をオフにした。PC

を使用しない際はスリープ

モードにした。

OA機器の省電力は各人、

引き続き行っていく。事務所内には

窓が多く風通しがよいため、

換気をして夏場のクーラーの

使用頻度を抑える。クールビズも活

用していきたい。

各人の意識の高さが伺

え、各取組事項を積極

的に行った。

次年度も引き続き

取り組んでいく。

灯油（L）使用量の削減
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9. 環境経営計画に基づき実施した取組内容

方針 取組項目 目標達成手段 責任部門

 電力

（ kWh ）

1 . 事務所照明の部分点灯化（ 必要か所に応じて ）

2 . 倉庫及びトイレ等不在部屋の消し忘れをなくす

3 . OA機器の省電力設定

4 . エアコンの温度管理（ 夏季 27℃ ±１℃ ）

5 . 定時での冷房停止

6 . 冷房フィルターの定期清掃

総務本部

 ガソリン

 軽油

（ L ）

1 . 積載重量削減

2 . タイヤ空気圧の確認

3 . 暖機運転・アイドリングストップ

4 . 「 エコドライブのすすめ 」の実施

5 . 帰り荷や複数現場への共積み、乗り合いを励行

全社員

 灯油

（ L ）

1 . 冬季事務所室内温度管理（ 21℃±1℃ ）

2 . ウォームビズ（ 厚着 ）

3 . 定時での暖房停止

総務本部

使用済み用紙・封筒を再利用する

コピー・印刷設定の確認実行（ ミスプリの削減 ）

両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底

FAXより極力メールへ移行

社内LANによる電子化

印刷部数設定確認

総務本部

1 . 倉庫の管理、倉庫整理整頓の改善策を提案し指示する

2 . 所定の置き場所を決める

3 . 資材の重複発注など無駄を減らせるよう在庫管理を行う

4 . 無駄な資機材を購入しない

5 . 養生マット、養生紙の再利用ができるよう、置場所の確保と清掃

を行い、劣化状態の分別を行う

6 . 産業廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底する

7 . 産業廃棄物と有価物の分別を確実に行い経費削減に努める

8 . 置場有効利用の改善提案

管理本部

水

削

減

 使用量削減
掲示物の掲示による周知喚起

清掃時、手洗い時に都度蛇口を閉めるよう指示
総務本部

環

境

配

慮

 環境に配慮し

た工事

1 . 排出ガス対策型建設機械の使用

2 . 積載重量削減

3 . 「 エコドライブのすすめ 」の実施

事業本部

地

域

貢

献

地域環境

活動への

積極的な参加

1 . 会社周辺の清掃活動

2 . 冬の除雪作業
全社員

二

酸

化

炭

素

削

減

 分別及び

 リサイクルの

 推進（ t ）

使

用

資

材

の

省

資

源

化

、

廃

棄

物

の

3

Ｒ

の

推

進
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10.環境経営目標の実績と評価

2021.8 月 ～ 2022.7 月 を合算したデータ

基準値

2019 年度

178,982 98% 175,402 164% 287,905

購入電力 10,407 10,199 20,019

排出量 4,704 4,610 9,049

使用量 57,534 56,383 93,718

排出量 150,739 147,724 245,542

使用量 6,988 6,848 10,953

排出量 16,213 15,889 25,411

使用量 2,942 2,883 3,174

排出量 7,326 7,179 7,903

購入水道量 230 225 319

排出量

1,318 111% 1,463 285% 4,163

5,965 111% 6621 39% 2,580

34 111% 38 53% 20

※ * 1：中部電力 ㈱　2018 度 二酸化炭素調整後排出係数　0.452 kg - CO2/ kＷhを使用

2021年度 実績の評価

(1) 二酸化炭素排出量

(2) 水使用量

(3) 廃棄物排出量

(4) 社会貢献活動

廃棄物の排出量は大型解体工事に伴い増加する結果となった。

廃

棄

物

（

t

）

年間を通して初めての排出量の把握をしたところ、全体で大幅に増大していることを確認した。

大型解体工事に伴い、重機の導入と使用率の増加によって軽油使用量が大幅に増えることとなった。

前年度と比べ社用車、重機の増台によって燃料消費が増える結果となった。

一般廃棄物排出量

自社排出量

収集運搬受託量

98%

 ガソリン

  ( L ）

上下水道

（ ㎥ ）
142%

160%

110%

2021 年度実績

2021. 8 ～ 2022. 7

196%

166%

会社周辺の草刈りや落ち葉拾いなどの取り組みを行った。

98%

項目
2021 年度

目標値

CO2総排出量（ kg-CO2 ）

 電力 * 1

 ( kWh ）

 軽油

  ( L ）
98%

98%

98%

解体時の水の散布などもあり、前年度より使用量の増加がみられた。

引き続き節水に取り組み、洗車時など比較的に取り組みやすい場所で改善を心掛ける。

 灯油

  ( L ）

11



11. 法遵守状況一覧表

制定日 2021年　3月　31日　作成

適用対象 法令名等 具体的確認内容
遵守

確認

建設業法 県知事許可更新・変更届提出 ○

建設リサイクル法
工事着工7日前までに届出、分別解体、再資源化の

努力
○

騒音規制法
指定地域内における特定建設作業の事前届出

制限基準値の遵守
○

振動規制法
指定地域内における特定建設作業の事前届出

制限基準値の遵守
○

労働基準法 労働災害発生の防止 ○

労働安全衛生法
有資格者による作業等

工事現場における作業環境の保持
○

資源有効利用促進法 処分場（リサイクル場）の選定 ○

車体の外側に収集又は運搬の用に供する旨を表示 ○

マニフェストの携帯義務 ○

産業廃棄物収集運搬業許可の更新・変更届出 ○

建設廃棄物処理委託契約書の締結 ○

マニフェストの運用・管理・保管（5年間） ○
1

1

.

水銀含有廃棄物の処理・破損対策、許可業者への

引き渡し
○

管理票交付実績・収集運搬実績の年間報告 ○

不法投棄の禁止 ○

廃棄物の悪臭・飛散防止 ○

排出事業者として、産廃処理委託先の実地確認 ○

自動車Nox・PM法 排出基準の規制遵守 ○

環境基本法 環境経営の取り組み ○

地球温暖化対策推進法 温室効果ガス抑制措置等一般的自主努力 ○

グリーン購入法 グリーン商品の優先購入 ○

消防法 火災の予防・警戒・鎮圧 ○

フロン排出抑制法
重機エアコンの簡易点検（汚れ、破損、機械異常音、

異常振動、油にじみ）
○

浄化槽法 点検、整備及び法定検査の実施 ○

事業者として遵守

する法律

当社適用される環境関連法規の遵守状況を3月31日確認した結果、違反などはありません。

現在及び、過去3年間、問題のないことを確認しました。

関係機関、近隣住民からの指摘、苦情、訴訟などはありません。

建物総合解体業

として遵守する法律

産業廃棄物収集運搬

業者・処分業者として

遵守する法律

長野県産業廃棄物の

適正な処理に関する条例

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律

廃棄物の収集運搬に

関する法律
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12. 代表者による全体の評価と見直し・指示

見直しに必要な情報 代表者による全体評価 代表者の指示

① 環境方針に示された環境への取組の基本的な方向性

は適切か？

② 環境方針が実行され EA21 全体の取組は効果的

か？

事業活動において環境へ悪

い影響を及ぼすことなく、方針

に基づき取り組んでおり、環境

に対する負荷の軽減に繋がっ

ている。

基本方針を社員に周知する

こと。

環境目標、環境活動計画状況は妥当か？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電力使用量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 軽油使用量

　　二酸化炭素排出量削減 　　ガソリン使用量

　　（省エネルギー） 　 　　　　  灯油使用量

　

　　上下水道使用量（節水）

　　廃棄物排出量（リサイクル）

　　グリーン購入の推進

　　地域貢献活動

環境活動計画に基づき、全

社員が環境負荷を意識して

継続的に取り組んでいる。産

業廃棄物の増加は大型RC

造解体工事で発生した一過

性のものであり、来年度は減

少していくと推測する。

環境活動計画を社員に周

知させ、今後も環境・コスト

の両面を意識した活動を継

続すること。

環境負荷に大きな変化はないか

環境関連法規等の遵守状況

実施体制は効果的か

教育訓練は実施されているか

外部からの苦情や要望はないか

実施及び運用は適切か

緊急事態の準備と訓練は適切か

取組状況の確認は適切か

環境に対する負荷の変化もな

く、関連法規・条例の改正を

確認し、活動の取組を適切に

実施できている。

社員に対しても、教育訓練の

場を設け報告・周知を行って

いる。

継続維持すること。

特に、環境関連法規の変

更・更新には十分に注意す

ること。

代表取締役　小林 秀気

　環境方針

環境目標・環

境活動

計画

その他の

環境経営

システム
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地域貢献活動13.

会社周辺の清掃活動

毎週、土曜日に実施。

月に1度、向かいの千曲ビューライン通り、佐久小諸線 の清掃活動をしています。
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